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医師国家試験合格者の男女比医師国家試験合格者の男女比
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女性医師数の推移女性医師数の推移

平成20年医師・歯科医師・薬剤師調査より
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女性医師の活動率女性医師の活動率

医師の活動率：平成10年医師の需給に関する検討会の上位推計より

一般労働力率：1999年「労働力調査」（総務庁統計局〈当時〉より）
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平成１８年１１月～

厚生労働省委託事業「医師再就業支援事業」受託

平成１９年１月

日本医師会女性医師バンク開設
バンク以外の事業も開始

平成２１年４月

厚生労働省事業名が「女性医師支援センター事業」に変更
したことに伴い、「日本医師会女性医師支援センター」に
名称変更
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女性医師の勤務環境の現況に関する調査女性医師の勤務環境の現況に関する調査

・ 2008年12月～2009年1月

・ 国内の全病院（8,880施設）に依頼し、病院に勤務する
女性医師に調査票を配布し、女性医師から無記名で回答
してもらい返送

・ 施設名簿は医事日報社「病院情報」を利用

・ 回収数 7,497 （回収率※ 49.9％）

・ 有効回答数 7,467 （有効回答率 49.7％）

※回収率は、病院より連絡のあった配布数の合計15,010から
算出した
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調査結果から見えた事

１．実働勤務時間、宿日直回数、休日日数などから多くの女性勤務医師が過酷な勤務
環境にいる。

２．勤務医全体の勤務環境が厳しいことや医師の勤務・労働に関して、法についての充
分な理解が無いこととともに、若い女性医師には、非正規雇用の立場の人が多い事
もあり、出産・育児について、法の保護を充分に受けられていない。

３．育児・家事について配偶者の協力は、配偶者が医師である場合には、非医師である
場合より得られる割合が低い。

４．多くの女性医師が求めているのは医師全体の勤務環境の改善であり、そのための
医療への財政投入（それによる医師不足の解消）、勤務医の身分の確立である。

５．多くの女性医師は出産・育児を経ても働き続けられる環境の整備、又、一時休業せ
ざるを得なかった場合の復帰支援を求めている。

６．出産・育児についての支援策として、24時間・病児保育を併設した院内保育所の普

及の他、様々な保育ｻｰﾋﾞｽ利用に対する補助、及び学童保育の充実を求めている。

７．多くの女性医師は意志決定に関わる立場・指導的立場に女性が少ないことに問題
を感じ、男性中心の医療界の意識改革を希望している。
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・医師全体の勤務環境の改善

・医療への適正な投資

・指導的立場、意志決定機関への女性の参画

基本的に必要なこと基本的に必要なこと

4



8

１．病院管理者や病院長への啓発

２．法律の整備など

３．若い女性医師、女子学生への働きかけ
キャリアモデルの提示等

４．就業継続支援

５．再研修支援

６．出産・育児支援

具体的に必要なこと具体的に必要なこと それぞれに対する取り組みそれぞれに対する取り組み

9

女性医師の配偶者の家事・育児への協力の評価女性医師の配偶者の家事・育児への協力の評価
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図１ 配偶者の家事・育児への協力の評価-配偶者の職業別クロス集計

（「女性医師の勤務環境の現況に関する調査」より）
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図２-１ 配偶者の家事・育児への協力の評価-年齢別×配偶者の職業別（１）クロス集計
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図２-２ 配偶者の家事・育児への協力の評価-年齢別×配偶者の職業別（２）
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